
災害・避難カードの作成手順について

京都府危機管理部災害対策課
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資料１



命を守るために

• 近年、台風や集中豪雨など想定外の自然災害
により大きな被害が発生する地域が増えてい
ます。この中で逃げ遅れて命を落とす人も多く
います。

• 京都府では、このような逃げ遅れをなくすため、
「災害・避難カード（水害等避難行動タイムライ
ンの簡易版）」の作成を呼びかけています。

• こちらは、災害・避難カードの作成手順を示す
ものとなりますので、地域の皆様で考えて災
害・避難カードを作成し、防災活動の一助とし
てご活用ください。
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１．災害・避難カードってなに？

• 自然災害による被害の軽減のためには、住民自身
による適時適切な避難が極めて重要です。

• 避難すべき場所などをあらかじめ認識しておくため
の仕組みとして「災害・避難カード」を作成しましょう。

災害・避難カードとは、災害種別ごとに、避難の合
図（スイッチ）や避難先を整理したものをいいます。

次ページに、「災害・避難カード」の一例を載せております。



＜災害・避難カードの例＞
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水害 土砂災害

○○川の洪水警報の危険度分布が薄紫色
になったとき。

自分の住んでいる地域で、土砂災害警戒情
報が発令されたとき。

指定緊急避難場所 ○○小学校、△△中学校 ○○小学校、△△中学校

次善の避難場所 ○○公民館 □□さんのお家

災害・避難カード

○市町村から避難情報が出された際は、避難行動をとりましょう。
○高齢者等避難
避難に時間を要する人（ご高齢の方、障がいのある方、乳幼児等）とその支援者は避難しましょう。

○避難指示
速やかに危険な場所から避難しましょう。

避
難
先

メモ欄
・避難する際は、防災グッズを持ち出すこと。
・○○さんへの避難の声掛けを行うこと。
・災害用伝言ダイヤル（１７１）

避難の合図
（スイッチ）

（災害などで電話がつながりにくくなった場合に提供が開始される伝言板）
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１．災害・避難カードってなに？

用語の説明

• 避難の合図（スイッチ）

→自主的な避難行動のきっかけとする情報や

状況のことをいいます。

• 次善の避難場所（セカンドベスト）

→指定緊急避難場所までの移動が難しい場合

に備えて、あらかじめ決めておく比較的安全

だと思われる場所のことをいいます。



災害・避難カードの作成手順
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• 災害・避難カードの作成については、次ペー
ジにあるステップ１～４の順番に地域の皆様
で話し合って取組んでみましょう。



ステップ①

• 避難情報の意味を知っておこう

• 気象情報や防災情報の流れや入手手段を知ろう

ステップ②

• 地域の災害のリスク（ハザードマップ）を確認しよう

• （以前に災害の被害があった場所や危険箇所を整理しよう）

ステップ③

• 「いつ」避難を開始するのか「避難の合図」を決めておこう

• 「どこへ」避難をするのか「次善の避難場所」を決めておこう

ステップ④
• 災害・避難カードに、スイッチと避難先を記入しよう

災害・避難カードの作成手順
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・災害によって被害が出る危険
性が非常に高い。
・災害が発生する危険があるた

め、周囲の状況を十分に確認し
た上で安全な場所に避難する。

高い危険度

避難指示

・高齢者や幼児、外国人、体の
不自由な人など避難に時間を要
する人は避難を始める。

高齢者等避難

※段階を踏まずに、避難指示（緊急）が発令される場合もあります。

ステップ①避難情報の意味を知ろう。
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警戒レベル
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■緊急安全確保

高齢者等避難

■注意報（気象庁）

■警報級の可能性
（気象庁）

命を守る
最善の行動

全員避難

高齢者等は避難

避難場所や
経路を再確認

最新の気象情報
などに注意

防災情報 とるべき行動

ステップ①警戒レベルの意味を知ろう。
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情報 気をつけるポイント

天気に関する情報

・台風の大きさ ・台風の強さ

・台風の進路

・雨量
・雨の降っている地域（川の上流）
・今後の見通し

川に関する情報
・近くの川の水位
・上流の川の水位（今後の見通し）
・氾濫の発生

避難に関する情報

・高齢者等避難、避難指示

・避難所の開設情報

・交通の状況

台風
発生

緊急時

川
の
水
位
上
昇

ステップ①気象情報・防災情報の入手について
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洪水警報の危険度分布（気象庁）

洪水発生の危険度が5段階に色分け
され、河川ごとに地図上で表示されます。

ステップ①気象情報・防災情報の入手について

中小河川の洪水害発生の危険度の高
まりを５段階で判定しています。
水色：平常時
黄色：注意
赤色：警戒
うす紫：非常に危険
濃い紫：極めて危険
順番に危険度が高まります。
少なくとも、うす紫色の段階で避難を開
始してください。
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土砂災害の危険度が5段階に色分け
され、河川ごとに地図上で表示されます。

ステップ①気象情報・防災情報の入手について

土砂災害の危険度の高まりを１kmメッ
シュ単位で５段階で判定しています。
水色：平常時
黄色：注意
赤色：警戒
うす紫：非常に危険
濃い紫：極めて危険
順番に危険度が高まります。
少なくとも、うす紫色の段階で避難を開
始してください。

京都府土砂災害警戒情報
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京都府マルチハザード情報提供システム

住所を入力すれば、その場所の洪水時
の浸水深や土砂災害などの可能性をピン
ポイントかつ複合的に知ることができます。

京都府防災・防犯情報メール

気象情報や防災情報、避難情報
などを配信しています。

まだ登録されていない方は登録
しましょう。

ステップ①気象情報・防災情報の入手について



京都府マルチハザード情報提供システム
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京都府河川防災情報

府内河川の地点ごとの雨量や水位などをリアル
タイムで確認できます。災害が発生しそうなときに
確認して行動に移すことが出来ます。

きょうと危機管理WEB

河川や土砂災害警戒情報、避難情報、交通・
ライフライン情報など、府の危機管理に関する情報
を広く集約しています。

ステップ①気象情報・防災情報の入手について

また、「防災資料室」では災害危険箇所や避難
所の場所、ハザードマップなど、地域に即した防災
情報を集約しています。



ここに住んでいる地域の避難情報が表示
されたら避難します。



京都府河川防災情報
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雨量や水位がわかります。
場所からも検索できます。



避難施設カルテ
各市町村の避難施設情報について、京都府ホームページに掲載しています。



避難施設カルテ

避難施設周辺の災害危険箇所
を知ることができます。



ハザードマップの例
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ステップ②地域の災害リスクの確認しよう。

災害に関する地域の特徴を知るために、
「ハザードマップ（※）」等により
確認しましょう。
以下のような情報がまとまっています。

※「京都府マルチハザード情報提供システム」や京都府ホーム
ページに掲載している「避難施設カルテ」で確認出来ます。

・被災想定区域

・避難場所

・その他防災関係施設の位置

★過去の被災場所について、地域の皆様で共有するとより効果的です。
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ステップ③避難の合図と次善の避難場所を考えよう。

ステップ①で学んできた情報や、地域特有の前兆現象（水路から水溢れる、山水
が激しく濁る等）があれば、それを避難の合図（スイッチ）に使ってみましょう。

また、指定緊急避難場所までたどり着けない場合も想定して、自分の住んでいる
地域で、避難できそうな場所がないかを探してみましょう。

次ページに避難の合図（スイッチ）の例を示していますので、参考にしてください。

自分の住んでいる地域で、どのような災害リスクがあるのかを確認できたら、そ
の災害リスクに対応する避難の合図（スイッチ）と次善の避難場所（セカン
ドベスト）について、考えてみましょう！

スイッチが思いつかなければ、
市町村が発令する避難情報を

スイッチにしよう！



洪

水

◆雨量・水位
「○○雨量観測所」での時間雨量○○ｍｍ
「○○雨量観測所」での累加雨量○○○ｍｍ
「○○川」「○○観測所」の水位が○ｍに到達
「○○川」「○○河川カメラ」で氾濫のおそれが認められるとき
「○○川」の樋門が閉鎖
◆上記以外で発表される情報
○○川の「洪水警報の危険度分布」が「赤色」または「薄い紫色」
◆被害の発生・異常現象
○○地点で水路等からの浸水開始 など

土

砂

災

害

◆雨量・水位
「○○雨量観測所」での時間雨量○○ｍｍ
「○○雨量観測所」での累加雨量○○○ｍｍ
記録的短時間大雨情報
◆上記以外で発表される情報
土砂災害警戒情報の発表
土砂災害危険度が「赤色」または「薄い紫色」
◆被害の発生・異常現象
○○地点で山道が川のようになっている など

避難の合図（スイッチ）の例

水害等避難行動タイムライン作成指針より
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次善の避難場所（セカンドベスト）の例

• 商業施設や寺社などの民間施設

• 高台にある住宅

• 自治会館

• 集会場など

外出することが危険な場合（浸水
が始まっている場合や夜間等）は、
基本的には、屋内のより高い階
（自宅の２階）への避難をしましょう。
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ステップ④災害・避難カードに記入してみよう。

災害・避難カードのひな型に、ステップ③で考えたスイッチや避難先を記入しま
しょう。
これで、災害・避難カードは、完成です。

作成した災害・避難カードを
地域の防災訓練などで活用
し、実効性を確かめましょう。
また、定期的にハザード情報
を確認し、スイッチ、避難先の
見直しを行うようにしましょう。
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参考：避難行動の考え方について

• 「避難」とは「難」を「避」けることです。安全な
避難場所は小中学校・公民館だけではありま
せん。安全な親戚・知人宅等に避難することも
考えてみましょう。

• 外へ避難が難しい場合は、自宅の２階のより
安全な部屋（山から離れた部屋）へ移動しま
しょう。



是非、地域の皆様で、

災害・避難カードを作成してください。
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